
秘密保持覚書

四国ダイバーシティ推進委員会委員長

徳島大学理事・副学長  根 本　幸 枝　　殿

私は，貴委員会に対し以下の会合で発表者から開示される秘密情報に関し，下記の条項に同意し，本覚書に署名します。

記
会合名　 2018年度ダイバーシティ推進研究交流発表会及び情報交換会
日  時　 2019年2月15日(金)　13:30～17:30/19:00～21:00
2019年2月16日(土)   9:30～13:00/13:30～14:30
場  所　 グランディ鳴門・ザ・ロッジ(グランドエクシブ鳴門内)
(徳島県鳴門市北灘町折野字大川筋182)　
 発表者　 2018年度ダイバーシティ推進研究交流発表会(当日配布プログラム参照)
第1条(秘密情報)
秘密情報とは，発表者から開示される発明内容に係わる一切の情報(以下，「本情報」という。)をいい，開示の範囲および方法は，発表者に一任する。

第2条(秘密保持)
本情報に関して秘密を保持し，貴委員会の承諾なくして，秘密保持義務のない如何なる第三者に対しても開示または漏洩しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するものはこの限りでない。

(1)開示を受ける前に既に自ら保有し，または第三者から秘密保持の義務を負うことなく入手してい
たもの。

(2)開示を受ける前に既に公知または公用となっているもの。

(3)開示を受けた後に当事者の責によらず公知となったもの。

(4)開示を受けた後に，正当な権限を有する第三者から，秘密保持の義務を負うことなく入手したもの。

第3条(有効期間)
本覚書の有効期間は，本覚書の締結の日から本情報に係る特許出願が公開される日までとする。ただし，諸般の事情で公表が必要となるときは事前に貴委員会と協議の上取り扱うものとする。

第4条(資料返還)
資料返還の要求がある場合には，遅滞なく本情報に関するすべての資料およびその写しを貴委員会に返還するものとする。

第5条(協議)
本覚書に定めのない事項および本覚書の履行に関して疑義が生じた場合には，誠意をもって協議のうえ解決するものとする。本覚書条項に合意の証として次のとおり署名する。
　　　　　　　　　　　　　　　
年　　　月　　　日　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　
　　　　　　　　　　                  署　名　　　　　　　　　 　　　  　　　　印
連絡先　　　　   　　　　　　　　　 　　　

